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令和 6年１２月２０日 

 

オンラインインタビューシップ実施要項 

 

目  的 県内で熱い思いを持ち発信力のある事業者の存在を知るとともに、生徒が主体的

にインタビューを行うことで、自身の進路を考えるとともに、自己表現力・コミ

ュニケーション能力を高める。 

 

日  時 令和７年１月３０日（木）１３：３０～１５：２０（休憩 14:15～14:25） 

 

参 加 校 宇久高校１年生３名、豊玉高校１年生１８名、奈留高校１年生５名 

北松西１年生８名 

 

流  れ 2D メタバース「Ovice」を使用 

 ＜接続確認＞１２：００～１３：２０ 生徒・担当教員入室 

＜前  半＞１３：３０～１４：１５（４５分） 

⚫ ３名のパネリストが対談する。別にコーディネーターが１名参加する。 

⚫ 生徒は、1人１台端末から質問があればチャットで入力する。 

⚫ 適宜、コーディネーターが質問を拾って話題に入れる。 

＜後  半＞１４：２５～１５：１２（１５分×３回） 

⚫ パネリストとコーディネーターは４部屋に分かれ、高校生はそれぞれの部屋に

入室する。 

⚫ 経営理念やどういった思いで仕事しているのかなどを、オンラインで深堀して

質問する。 

⚫ 時間が来たら別の部屋に入りなおして、同様に質問する。 

 神木健児さん 

の部屋 

滝川 舞さん 

の部屋 

野中康平さん 

の部屋 

野口千恵子さん 

の部屋 

14:25 

～ 

14:40 

宇 久 A１ 

豊 玉 A４ 

奈 留 A１ 

北松西 A２ 

宇 久 B１ 

豊 玉 B４ 

奈 留 B１ 

北松西 B２ 

宇 久 C１ 

豊 玉 C５ 

奈 留 C１ 

北松西 C２ 

豊 玉Ｄ５ 

奈 留Ｄ２ 

北松西Ｄ２ 

14:41 

～ 

14:56 

豊 玉Ｄ５ 

奈 留Ｄ２ 

北松西Ｄ２ 

宇 久 A１ 

豊 玉 A４ 

奈 留 A１ 

北松西 A２ 

宇 久 B１ 

豊 玉 B４ 

奈 留 B１ 

北松西 B２ 

宇 久 C１ 

豊 玉 C５ 

奈 留 C１ 

北松西 C２ 

14:57 

～ 

15:12 

宇 久 C１ 

豊 玉 C５ 

奈 留 C１ 

北松西 C２ 

豊 玉Ｄ５ 

奈 留Ｄ２ 

北松西Ｄ２ 

宇 久 A１ 

豊 玉 A４ 

奈 留 A１ 

北松西 A２ 

宇 久 B１ 

豊 玉 B４ 

奈 留 B１ 

北松西 B２ 
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＜最  後＞１５：１３～１５：２０（アウトプット） 

⚫ 感想を発表する。（各校代表者１名程度） 

⚫ 運営スタッフが、感想提出について説明する。 

⚫ アンケートに回答後、会議から退出する。 

 

----------＜オンラインインタビューシップ終了＞---------- 

 

 ＜各学校にて時間があれば＞ 

⚫ 聞いていないパネリストやコーディネーターについて、聞いたグループの生徒

が伝えてあげる。 

➢ 事前に伝えておくと、他者へ伝えることを意識してインタビューするのでより効果的

だと思います。 

 （例）Ａグループ→Ｄグループへパネリスト③を伝える 

Ｂグループ→Ａグループへコーディネーターを伝える 

Ｃグループ→Ｂグループへパネリスト①を伝える 

Ｄグループ→Ｃグループへパネリスト②を伝える 

     （伝える内容） 

① 何を感じたか。 

② これからの高校生活あるいは生きる上でどう生かせるか。（具体的な行動レ

ベルがあれば尚よいです） 

③ どういう大人になりたいか。 

 

 ＜感想提出について＞ 

⚫ 各自、30 秒～1 分程度の感想動画を作成。（一発撮りでも良いし、編集しても

構いません） 

⚫ 動画のファイル名を「学校名＋氏名」とし、Teams に提出する。 

（他の生徒が見ることはできないように設定します。） 

⚫ 提出締め切り：２月３日（月）17：00 

➢ 動画は簡単な自撮りを想定しているが、パワーポイントなどで編集したプレ

ゼンテーション風の動画でも構わない。 

➢ 提出した動画は、パネリスト・コーディネーター・教育ＤＸ推進室・当該学

校職員のみが視聴できるものとする。その他の用途には使用することはしな

い。 

➢ Teams にアップロードする際は、各自のタイミングで動画作成後にアップ

することとする。 

 


